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温室効果ガスの増加に伴う洪水リスクの増大は，世界的問題として認識され始めている．欧米では気候

変動適応に向けたインフラ戦略が推進されている．本研究は，デンマークのコペンハーゲン市で実施され

た2つの事例に着目して，気候変動適応策を実空間に計画・設計する際の知見を得ることを目的とし，ヒ

アリングと行政文献のレビューを実施した．結果，コペンハーゲン市においては1.既存の都市再生事業等

に統合される形で適応策が推進されている．2.交通空間再編による歩行者空間・公共空間の確保とセット

で適応策の空間が確保されている点が明らかとなった．我が国においても，気候変動適応策を実空間で推

進する際，既存の開発事業と交通空間再編に関係付けることで，事業実効性が高まることが考えられる． 
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１．研究の背景と目的 
 
 温室効果ガスの増加に伴う洪水リスク増大は世界的な

問題となっている．この状況の中，従来型の温室効果ガ

ス減少を目指す「緩和」と同時に，自然や人間社会のあ

り方を調整する「適応」という考え方が重要度を増して

いる．IPCC1)は「適応」に関して“気候が与える害や利益

の社会的影響に対して，環境と社会システムを適切に応

答させていくことと定義しており，「適応」は物理的対

策と組織的変化に関わるものである． 

 気候変動適応策に関する社会基盤整備手法のひとつに

グリーンインフラ(Green Infrastructure，以下GI)がある．

欧州では，欧州連合の欧州員会がグリーンインフラの推

進を打ちだしている．アメリカでも，連邦環境保護庁が

主体となりGIを推進している．近年は，アジアでもGIへ

の取り組みが拡大しつつあり，シンガポールは，国土全

体を対象に「ABC Water Design Guidelines (ABC-WDG)」を

作成してグリーンインフラの適用を核に2030年までに約

100のプロジェクトを実行していく戦略的な計画を立て

ている．その中でも最大級のパイロットプロジェクトで

あるビシャン・パークが2012年に完成している2)． 

 我が国においても，水循環基本法(2014年)や水循環基

本計画(2015年)，水循環施策(2016年)が示され，気候変

動に対する洪水リスクを軽減することを目指した政策が

推進され始めている． 

 近年は先進的な GI に関わる洪水リスク軽減を目的と

した計画への研究は見られるものの，都市スケールでの

具体的な事例を対象としたプロジェクトの検討プロセス

と実効性に関して言及している研究は十分ではない． 

 そこで本研究は，気候変動適応向けた取り組みが行わ

れている欧州でもデンマークの首都コペンハーゲン市で

設計された，タージン広場と聖アンネ広場の2事例を対

象に，気候変動適応に向けたインフラ整備への知見を得

ることを目的とする． 

 

２．対象と手法 
 
(1) 研究の対象 

 本研究の対象池であるコペンハーゲン市はデンマーク

の首都である．人口は601,448人(UN data,2015)，面積約

86.4 ．デンマークは欧州でも有数の環境大国である．

EU加盟諸国の人口20万人以上の都市を対象とした2014年

度のEUROPEAN GREEN CAPITAL 2014に選ばれた都市で欧州

内でも環境政策への先進都市として評価されている．  

 特に，近年の気候変動適応策への取り組みであるクラ

ウドバーストプラン 3)～10)は，アメリカ造園学会(ASLA)の

Professional Analysis and Planning Honor Award 2016 や

世界大都市気候先導グループ(C40)の The Cities Award-

Adaptation in Action 2016 を受賞するなど現在進行形で

評価が高い． 
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 コペンハーゲン市のクラウドバーストプランに関する

研究として筆者ら11)はクラウドバーストプランの展開プ

ロセスと，計画に記述されるタイポロジー，共同出資の

枠組みである co-finance という基礎的事項を整理した．

その上で，行政の組織体制，法制度，都市デザインを総

合的に議論して事業を計画していくことの必要性を指摘

した．しかしながら，気候変動適応戦略として都市スケ

ールで展開されるクラウドバーストプランが，どのよう

に実空間に設計されていくのかを事例と合わせて捉える

ことが課題とされている． 

先述のクラウドバーストプランは，2010 年から 2011 

年の豪雨で，コペンハーゲン市が甚大な被害を受け自治

体計画に位置付けられた内水氾濫対策の具体的計画とし

て策定された．本計画は，内水氾濫対策に加えて都市に

おける生活の質を統合的に向上させることが重要とされ

ている．また，ブルー・グリーンインフラストラクチャ

ーと呼ばれる従来の排水管による雨水処理と地表面によ

る雨水処理を組み合わせたプロジェクトがコペンハーゲ

ン市全域を 300 のマイナープロジェクトとしてカバー

する計画で，都市スケールで計画がたてられている点に

特徴がある． 

 300のマイナープロジェクトは，(1)クラウドバースト

ロード (2)リテンションロード (3)リテンションスペー

ス (4)グリーンロードと呼ばれる，「排水を遅らせる遅

延・水を貯める貯留・地中に水を染み込ませる保持/浸

透・水を河川や湖に運ぶ輸送」という諸機能を統合的に

考えられた4つのタイポロジーと従来型の地下水パイプ

(5)クラウドバーストロードに分類 12)(表-1)されている． 

 また，本研究で扱うタージン広場(図-1)は，コペンハ

ーゲン市における初の気候変動適応広場であり，クラウ

ドバーストプラン策定以前に取り組まれたパイロットプ

ロジェクトである．また，聖アンネ広場(図-2)は，実現

した最初のクラウドバーストプランに位置付けられてい

るプロジェクトであると同時に，共同出資の枠組みを活

用したモデルプロジェクトであり，この2事例を対象事

例とした． 

(２) 研究の手法 

本研究では，コペンハーゲン市における気候変動適応

策への取り組みを明らかにするために，2016 年 10 月 5

日と 6 日にコペンハーゲンにおいてヒアリングを行い

(図-1)，そこで提供された資料やヒアリング内容に基づ

いて分析を行う．ヒアリングはコペンハーゲン市(行政)

のヤン・ラスムッセン氏と Ramboll(建設コンサルタン

ト)のクリスチャン・ニールセン氏，アストリッド・グ

ルスガード氏に対しておこなった． 

 

３．気候変動適応に関わる2つの事例  
 
(1) パイロットプロジェクト-タージン広場 

a) 車中心から人中心への都市再生事業 

 タージン広場(図-2)は，オステルブロ地区に位置して

いるコペンハーゲン市初の気候変動適応広場である．広

場周辺の街区は，アウターオステルブロと呼ばれるオス

テルブロ地区の中でも郊外に位置しており，住宅街であ

る．本住宅街では街区レベルで気候変動適応策を展開す

るパイロットプロジェクト Klimakvater(気候変動適応街

区)が進行しており，タージン広場 は 2014 年に完成し

た13)． 

 コペンハーゲン市では，1960 年代から 1970 年代にか

けて，スラムクリアランスを目的に再開発が行われた．

しかしながら，破壊による開発に対して地元市民からの

強い批判と抵抗を受けた．この経験を踏まえて 1980 年

代から，再開発の方法が市民参加型の都市再生事業へと

移行していく．  

図-1 ヒアリングの状況 図-2 タージン広場が含まれる気候変動適応街区の概況図 

表-1 クラウドバーストプランにおけるタイポロジーの主機能(参考文献12より) 
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本対象地は，2009 年に Skt. Kjelds Neighborhood 

South- A Neighborhood in Motion という計画をきっかけ

に都市再生事業が始まった．この都市再生事業を立ち上

げた段階では，気候変動適応策に関する記述は確認でき

ない．一方でプロジェクトは，健康的でアクティブなネ

イバーフッドを創出することに焦点を当てる14)と述べら

れており，当初，本事業は気候変動適応を目指した街区

整備ではなかったといえる．また，対象地に接続する複

数の街路が存在することから，交通の結節点として重要

な場所であった．当時は，通過交通が車中心で，人が歩

ける街路整備を通じた緑のネットワークやアクティビテ

ィを刺激するような広場の整備が要求されていた． 

b) 適応策の都市再生事業への統合 

2010 年 4 月に，最初のパブリックミーティングが行

われて事業についての説明が開かれた 15).このパブリッ

ク ミ ーテ ィン グは ，同 年 11 月 の ， Steering 

Committee(運営委員会)メンバーの選定につながる．運

営委員会とは，行政や住民の代表者がメンバーとなって

いる委員会で，プロジェクトのビジョンや戦略を決める

重要な組織である． 

2010 年 8月，2011 年７月，2011 年 8月に 3度の豪雨

ｚｚがコペンハーゲン市を襲い，コペンハーゲン市全域

が深刻な浸水被害にあい，住民や政治家レベルで適応策

の必要性が共有された． 

 2011 年には，Områdefornyelse Skt. Kjelds Kvarter 計

画がコペンハーゲン市から示され 15)．2011 年から 2016

年にかけて，国から 20.000.000DKK，コペンハーゲン市

から40.000.000DKKの投資を受けて2009年からの都市再

生事業に統合される形で気候変動適応策の推進をおこな

っていくこととなる．この出来事をきっかけに，従来の

街区全体での緑地や広場整備と，気候変動適応策を統合

して推進していくことになるヤンはこの街区が選ばれた

理由について，1．幅員のある道路が多く，道路のほと

んどがアスファルトで覆われていたため，緑を用いた適

応策を実施する余地が高かったこと(図-3)．2．Skt. 

Kjedls Neighborhood の一部が冠水してしまったこと．3．

運営委員会を中心とする枠組みを踏襲することで，既に

事業予算が確保された計画に適応策を統合することが可

能であったことと述べている． 

 2011 年に示された Områdefornyelse i Skt. 

Kjelds Kvarter には浸透や蒸発によってローカルに

雨水処理をすることを設計に盛り込む必要性が述べられ

ている． 

同年，EUROPAN 11と呼ばれるコンペティションが開か

れた．コンペティションは，40代以下の若手建築家に対

して17カ国49都市の対象地それぞれで提案を競い合う国

際コンペで，全体で1826件の応募があった．2009年にコ

ペンハーゲン市で開催されたCOP15で環境対策について

明確な結論が出ずに閉会して以降，二酸化炭素排出削減

やエネルギー問題の解決が中央政府のみの取り組みでは

限界であるとの認識から，本コンペでは，デザインによ

る都市のサステナビリティ向上が主題となった． 

コペンハーゲン市もコンペの対象地のひとつとして参

加しており，本コンペで勝利したアーキテクトに対して，

コペンハーゲン市は気候変動適応街区事業への参加を依

頼する．その結果，選定されたアーキテクトが，2012年

8月18日に正式に気候変動適応街区事業が開始されてか

ら事業の考え方や計画を見える化していく役割を担って

いく16)．同じタイミングで，アーキテクトの適応策によ

る雨水処理が技術的に可能か検証するエンジニアリング

担当として公益会社HOFORも参加し，デザイン検討を行

 

図-3 整備前(左)と整備後(右)で道路空間が広場空間となった 

図-4 タージン広場整備の体制図 
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うアーキテクトと技術的検討を行うエンジニアリングの

体制が構築された(図-4) 

 豪雨をきっかけに ，都市再生事業と統合された気候

変動適応策の推進において，コペンハーゲン市では様々

な角度から住民参加を行った．気候変動適応という新た

な課題に向き合うことを広く住民に説明するためのパブ

リックミーティングによる住民の参加も積極的に行われ

た．2012年に 3度開かれた パブリックミーティングで

は，タージン広場整備を通して，1．緑と水の要素が

日々の生活を豊かすることに寄与する．2．洪水のリス

クを軽 減する．ということが説明されたが，住民から

は，提示された計画に対して騒音が酷くなるのではない

かという意見がでた． 

C) 空間整備の考え方 

竣工した空間は，1000㎡の道路空間を廃止し，約7500

㎡の公共空間として整備された (図-5)．道路空間の縮

小は緑地帯の整備を可能にした．住宅街の対象地は，近

隣住民が集う憩いの空間とすることが目指された． 

南側の動線に対して，広場中央に自転車通行用の橋が

架けられ，南北を強く結ぶ動線計画がなされている(図-

6)．また，東西方向に歩行者通行用の舗装が緑化排水と

一体的に整備されて移動空間を確保している． 

広場中央に設置された傘のファニチャーは，気候変動

適応広場であることを示すサインの役割を持つのと同時

に，接続する街路からアイストップとなるようにも配置

され広場のシンボルにもなっている． 

アクティビティの重心は沿道建築物に隣接した小さな

カフェを中心に南側に配置し17)．カフェ正面の舗装はハ

ードペイブとすることで，晴れた日にはベンチを設けて

オープンカフェをすることができる．広場西側に位置す

るスロープ状の芝生広場は，なだらかに南側に下ってお

り，中央部の人の溜りに対して「みる・みられる」の関

係性を創出する．同時に北欧では，貴重な日光浴が楽し

める場所となっている． 

約7500㎡の広場に対して7000㎡分の蓄雨機能とされて

おり，交通空間の再編と一体的に広場空間を確保し，雨

水対策も実施された． 

 

図-6 タージン広場の平面ゾーニング 

図-5 タージン広場(平面図) 
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(2)  クラウドバーストプランに位置付けられた気候変

動適応街路-聖アンネ広場 

a)街路空間再編事業から気候変動適応街路へ 

 聖アンネ広場(図-6)は，インドレバイ地区の中にあり，

ニューハウンと呼ばれるコペンハーゲン市の観光名所と

ロイヤルパレスの間に位置する．周辺には，16世紀に建

てられた建築が並んでおり，対岸にはオペラハウスを望

む場所である．聖アンネ広場の西側は，繁華街に接して

おりフェンスで囲われた緑地帯が存在した．また，東側

は海に開けた大きな道路と駐車場が存在していた． 

 2009年にコペンハーゲン市が地上にある駐車場を地下

駐車場にすることを決定した18)．当初の計画は，フェン

スによって薄暗い印象となっていた道路を，歩行者空間

を確保しながら緑地帯を設けることで，魅力的な場所に

することを目的としていた．(図-7) 

 先述のタージン広場と同様に，本対象地も2010年以降

発生した3度の豪雨で深刻な被害を受けた．2011年にコ

ペンハーゲン市によって示された気候変動適応計画は，

この地域が最も浸水被害を受けやすい危険地域であるこ

とを明らかにした．そのことから，駐車場の確保と，街

路のリノベーションと同時に，気候変動適応策を用いた

街路として整備することが議論される．聖アンネ広場を

気候変動適応策を用いた街路とすることで，周辺街区を

含めた18ヘクタールの雨水が処理できることが検討の結

果示されて，本格的な取り組みへと移った． 

 2011年に，コペンハーゲン市が民間団体である

Realdaniaと協定を結んだことで，本プロジェクトに関

して，コペンハーゲン市・HOFOR・Realdaniaの3者による

プロジェクト運営がはじまる19)(図-6)．また，本事業は

クラウドバーストプランにおいては，クラウドバースト

ロードに位置付けられている．さらに，2013年の法改正

によって実現した共同出資のスキームを活用したものと

なった20)． その結果，コペンハーゲン市だけでなく公

益会社であるHOFORによる事業費負担を受けている． 

Rambollのクリスチャンは“行政と公益会社による事業

費用負担の新たな仕組みが，公共空間において要求され

ている洪水リスク軽減に貢献することが示された”と述

べており，本事業は，今後展開されていくコペンハーゲ

ン市の気候変動適応計画の事業費負担のひとつのモデル

としても実施された(図-8)．  

b) パラレルアサインメント 

図-8 聖アンネ広場整備の体制図 

 図-7整備前(左)と整備後(右)で交通空間が歩行者・広場空間化した 

図-6 聖アンネ広場が含まれるインドレバイ地区の概況図 
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 プロジェクトはパラレルアサインメントと呼ばれる手

法から始まった21)．具体的には，市から選ばれた3企業

が，まずこの場所にふさわしいと考えられる空間の提案

を行う．2度の住民との対話を通して，この場所に市民

が求めているものを明確にしながら，最終的には1つの

事業者に絞る．選ばれた事業者は，パラレルアサインメ

ントによる議論をデザインの骨格に据えながら設計を進

めていく．古い鉄のフェンスがなくなり，中央に緑を設

けられているのは，議論の結果を活かしたものである21)．

その後，選定された企業は，運営委員会との議論を行い

ながら設計を進めていった． 

C) 空間整備の考え方 

 竣工した空間22)(図-9)は，中央に大きな広場を設け，

交通空間を減少させながら豊かな歩行者空間を持つ街路

として整備された．約240台の駐車場と停車帯の一部は

地下駐車場へ集約し，伝統的沿道建築物の雰囲気を継承

しつつも，街区を挟んで存在するコペンハーゲン市随一

の観光スポットであるニューハウンの観光客が休める高

質な空間として整備することが目指された． 

交通空間再編は，従来片側3車線＋歩行者空間だった

通行空間を，1車線は自転車・自動車空間の一方通行．

もう1車線は自転車駐輪場，駐停車場，歩行者空間を組

み合わせた空間．残りの1車線は完全歩行者空間とし，

中央の広場部分も6m拡幅した．(図-10) 

交通空間の集約によって，歩行者空間と広場空間が拡

張された．ニューハウンのある南側街路からは，広場中

央に設けられた子供のための遊具がアイストップとなっ

てなり人を誘導する．沿道には所々に駐輪場が設けられ，

歩行者だけでなく，自転車による利用者も活用がしやす

くなっている．歩行者空間の拡幅によって従来見られな

かった沿道建物によるオープンカフェが現れた．その結

果，人の滞留時間の長い高質な公共空間として親しまれ

始めている．(図-11) 

本プロジェクトもタージン広場と同様に，交通空間の

再編と一体的に広場空間を確保し雨水対策が実施された

といえる． 

 図-9 聖アンネ広場(平面図) 

図-11 聖アンネ広場の平面ゾーニング 
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３．まとめ 
 

 本研究で示したコペンハーゲン市における2事例は，

1.都市再生事業や既存のエリアリノベーションを目的と

した事業へ統合される形で適応策が実行されている．2.

気候変動適応策は，交通空間再配分による歩行者空間・

公共空間の確保とセットであり，交通をきっかけとして

気候変動適応策が整備されていることが明らかとなった． 

 また，タージン広場は，コペンハーゲン市初となる気

候変動適応広場として設計された．適応策の事例の存在

しなかったコペンハーゲン市は事務局を通して適応策に

取り組む検討を行い，運営委員会や事務局の議論の中で

事業に必要な主体や機能，合意形成への知識を蓄積して

いったといえる．聖アンネ広場は，クラウドバーストプ

ランに位置付けられたプロジェクトで最初に実施された

事例であり，新たなスキームを活用して事業費確保の有

効性を示した計画といえる． 

 我が国において気候変動適応策を実際に推進していく

際，気候変動適応に向けた枠組みの構築を単目的に目指

すのではなく，むしろ既存の枠組みの中に，いかにして

気候変動適応策を統合していけるか可能性を検討するこ

と．その際に，交通空間再編による公共空間の確保，そ

のきっかけとしての気候変動適応策という観点を獲得し

ていけるかがポイントとなる． 
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